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要 約

子どもの行動や障害そして保護者に関するものなど，保育者における保護者支援の重要

性が高まってきている。保育所における保護者支援について，『保育所保育指針』「第６

章」では「保育所における保護者への支援は，保育士等の業務であり，その専門性を生か

した子育て支援の役割は特に重要である」と記述されている。また，幼稚園教諭の養成課

程でも「教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む）に関する科目」が必須

となっている（幼稚園教育要領，２０１１）。しかしながら，その技法に関してどのように展

開していけばいいのかがまだ，保育現場では体系化されていないという課題がある。

そこで本研究では，保育現場における「保護者支援」とはどのようなものを意図してい

るのかということについて，『保育所保育指針』の記述から整理を行うことと，保育者が

展開する保護者支援に関して，カウンセリング技術・マインドに焦点をあてて検討を行っ

た。まず『保育所保育指針』における記述の中では，保護者支援はカウンセリングの技法

を用いて支援することが明記されていながらも，具体的な技法に関しては不明瞭であるこ

とが確認できた。次に，カウンセリング技術とマインドをカール・ロジャーズ（Rogers,

C.R.１９０２―１９８７）の理論から整理し，実際の保護者支援の２事例から検討を行った。その

結果，カウンセラーの基本的態度とされる「無条件の肯定的受容」，「共感的な理解，「純

粋性・自己一致」を心がけて実践することによって，保護者支援が有効に機能していくこ

とが示唆された。そしてまた，保護者支援は，保育者と保護者の信頼関係（ラポール）の

構築において効果が現れてくる。だからこそ，保護者の抱えている問題や課題を支援する

ために，保育者がカウンセリング技術とそのマインドを身につけることが期待されてい

る。

【Key Word】保護者支援，カウンセリング・マインド，クライエント中心主義療法，教

育相談
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�．問題と目的
�－１ 保護者の子育てに関する不安

保育現場では，保護者の子育て支援が大

切になってきている。子育て支援の必要性

について，小沼・山口（２０１５）は「家庭的

保育」の観点から指摘している。核家族化

や人間関係の希薄化によって，地域社会の

子育て力が低下し，子どもや子育て家庭を

取り巻く状況は厳しいものがあると言え

る。厳しい社会状況の中で，保護者は子育

ての悩みや不安を抱えることになる。例え

ば，大豆生田・太田・森上（２０１４）による

と，保護者の子育ての悩みや不安として

は，子どもの行動や障害等に関連するも

の，母親自身に関する要因，父親に関する

要因及び社会的な要因があげられる。そし

て，これらが複雑に組み合わさり，悩みを

より深刻化させていくことが指摘され（大

豆生田・太田・森上，２０１４），子育て支援

に関わる専門職である保育士（以下，幼稚

園教諭の意味を含めて「保育者」とする）

が支援にあたることになる（資料p．６２参

照）。すなわち，児童福祉法第１８条の４に

おいても，「保育士とは，第１８条１項の登

録を受け，保育士の名称を用いて，専門的

知識及び技術をもって，児童の保育及び児

童の保護者に対する保育に関する指導を行

うことを業とする者をいう」と明記されて

いる。この条文をみても，子どもへの保育

はもちろんのこと，保護者への支援に関し

ても要求されていると言える。保護者の子

育て不安のSOSのサインを的確に捉え，い

かに支援していけるかが重要になる。

�－２ 保護者支援の技術と重要性－保育

者のカウンセリング・マインドの視点－

保護者の不安や悩みに寄り添い，一緒に

問題や課題を共有し検討できる能力を構築

していく必要がある。例えば，幼稚園教諭

の免許を取得するためには，「幼児理解の

理論及び方法に関する科目，教育相談（カ

ウンセリングに関する基礎的な知識を含

む）に関する科目」が必須となっている

（幼稚園教育要領，２０１１）。これは保育者

自身が，カウンセリング技術とそのマイン

ドを身につけることで，子ども理解や保護

者支援に生かすものである。保育現場にお

けるカウンセリングに関して，橋本・扇

田・多田・藤井・西村（２００５）は，保育へ

の支援を行う業務をになっている「子育て

支援センター」職員への調査で，必要と思

われる研修として「カウンセリングの技

術」が高い割合を示していた。そして，カ

ウンセリング技術に関連するであろう先行

研究をみてみると，教育相談の一部である

コンサルテーションの概念をもとにした，

子ども理解に関する研究（秋田・無藤・安

見・藤岡，１９９５），や保育カンファレンス

を行った保護者支援・子ども理解について

の事例研究（田中・桝田・吉岡，１９９６）が

ある。保育におけるカウンセリング技術や

マインドは，子ども理解や保護者支援のた

めに有用であると言える。しかしながら，

石川・井上・会沢（２００５）は，保育者に対

するカウンセリングの技術の研修機会や現

場で必要とされる内容等の研究はまだ少な

いと述べている。有用性が指摘されている

中で，その技術の伝達や内容の検討に課題

があると言える。つまり，保護者支援に対

するカウンセリング技術の展開とその技術

に影響を与えるマインドについて，保育現

場の実際から検討していく必要があろう。

�－３ 保育所における保育指導－保護者
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支援の視点－

子どもへの保育・保護者支援を展開して

いく保育所に関して，『保育所保育指針』

（厚生労働省，２００８）の「第１章総則」に

よると，保育所は「保育に欠ける子どもの

保育を行い，その健全な心身の発達を図

る」，「専門性を有する職員が，家庭と密接

な連携の下に，養護及び教育を一体的に行

う」，「入所する子どもの保護者に対する支

援及び地域の子育て家庭に対する支援等を

行う」，「倫理観に裏付けられた専門的知

識，技術及び判断を持って，子どもを保育

するとともに，子どもの保護者に対する保

育に関する指導を行う」と明記されてい

る。すなわち，それぞれの家庭環境に配慮

しながら，子育てを保護者と連携していく

ことが保育所には求められている。そして

また保育指導に関して，柏女・橋本（２００８）

は「子どもの保育の専門性を有する保育士

が，保育に関する専門的知識・技術を背景

としながら，保護者が支援を求めている子

育ての問題や課題に対して，保護者の気持

ちを受け止めつつ，安定した親子関係や養

育力の向上をめざして行う子どもの養育

（保育）に関する相談，助言，行動見本の

提示その他の援助業務の総体」と定義して

いる。つまり保育所は，子どもの養育上の

問題や課題に対して，保護者の気持ちに寄

り添い援助サービスを提供していく施設で

あると言える。

保育所における保護者支援について，

『保育所保育指針』「第６章」では「保育

所における保護者への支援は，保育士等の

業務であり，その専門性を生かした子育て

支援の役割は特に重要である」と記述され

ている。この記述は，２００８年（平成２０年）

の保育所保育指針の中で「保護者に対する

支援」として初めて，保育所に入所してい

る子どもの保護者への支援の取り組みが重

要な責務として位置づけられ，その原則が

示されたという経緯がある。保護者支援に

関しては，新しい支援の視点であると言え

る。新たな保育者の保護者に対する支援業

務について，牧野（２０１２）によると，「保

護者支援はまだ十分な整理や体系化がなさ

れていない現状がある。そして，保護者の

支援をどのように捉え，どのように行えば

よいのかという方法論について，いまだ議

論の途上にあるといっていい」と指摘され

ており，支援の実際を検討する必要があろ

う。

�－４ 本研究の目的

本研究では，保育者が行うカウンセリン

グの展開に関して，保護者支援の実際から

検討していく。そのためにはまず，『保育

所保育指針』「第６章」で明記している保

護者支援に関して深く捉えていくことが必

要であろう。なぜなら，保護者支援に際し

て『保育所保育指針』から捉えることは重

要であり，そこから，保育者に求められて

いる支援と保育現場の実際を検討すること

を可能にすると考えるからである。次に，

カウンセリング技術やマインドについて，

カール・ロジャーズ（Rogers, C.R.１９０２―

１９８７）の理論から整理していく。保育者に

よるカウンセリングは，子どもの最善の利

益や保護者支援において有効であると考え

られるからである。最後に，保護者支援の

事例を読み解き，保育者によるカウンセリ

ング機能ついて検討することを目的とす

る。
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�．『保育所保育指針』からみる保護者支
援

『保育所保育指針』「第６章」では，「保

育所における保護者への支援は，保育士等

の業務であり，その専門性を生かした子育

て支援の役割は特に重要である」と，保護

者支援の必要を記している。この「第６

章」には，「保育所における保護者に対す

る支援の基本」「保育所に入所している子

どもの保護者に対する支援」「地域におけ

る子育て支援」が記してある。保育所の保

護者支援の対象は，地域における子育て家

庭と保育所に入所している家庭の２つであ

る。

保育所における保護者支援について，

『保育所保育指針解説書』を見ると，

（イ）「保育所における保護者に対する支

援の基本」と（ロ）「保育所に入所してい

る子どもの保護者に対する支援」の２点か

ら捉えることができる。入所している子ど

もの保護者に対する支援は，「保育所は本

来業務としてその中心的な機能を果たす」

ものであり，もう一方の，保育所を利用し

ていない子育て家庭を含めた地域における

子どもの保護者に対する支援は，「本来業

務に支障のない範囲において，その社会的

役割を十分自覚し，他の関係機関，サービ

スと連携しながら，保育所の機能や特性を

生かした支援を行う」としている。日々の

保育所内における業務は，多忙であり更に

保育現場の状況から考えても，保育者に求

められるものは大きいと言える。

（イ）「保育所における保護者に対する支

援の基本」に関しては，�子どもの最善の
利益を考慮する，�保護者との共感から，
保護者が子育ての意欲や自信をふくらませ

るようにする，�保育所の特性を生かした
支援を行う，�保護者と子どもとの安定し
た関係や保護者の養育力向上への寄与をす

る，�ソーシャルワークの原理，知識，技
術等への理解を深めた上での相談・助言に

おけるソーシャルワークの機能を果たす，

�プライバシーの保護及び秘密保持をす
る，�地域の関係機関等との連携・協力を
する，という７項目がある（『保育所保育

指針解説書』）。保護者支援の基本は，子ど

もの最善の利益の追求と共に保護者支援で

ある。

（ロ）「保育所に入所している子どもの保

護者に対する支援」に関しては，�子ども
の保育と密接に関連した保護者支援，�保
護者との相互理解，�保護者の仕事と子育
ての両立等への支援，�障害や発達上の課
題が見られる子どもとその保護者に対する

支援，�保護者に対する個別支援，�保護
者に不適切な養育等が疑われる場合の支

援，という６項目がある（『保育所保育指

針解説書』）。そして上記の�では，保護者
に対する支援の内容や方法が示されてお

り，連絡ノートや送迎時の対話，園内の掲

示など，日々のコミュニケーションに関す

ること，保護者の参加行事に関すること，

保護者の自主的活動の支援に関すること，

相談・助言に関すること，�では，伝達と
説明の努力，信頼関係の構築，�では，保
護者のニーズに応じた多様な保育サービス

に関して，延長保育や夜間保育，休日保

育，病児・病後児保育の提供，�では，関
係機関との連携を密にした上での，子ども

や保育者に対する配慮と援助等，�では，
育児不安等が見られる保護者に対して，保

育指導，個別支援の知識・技術の必要性，
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保育所における個別支援等，�では，関係
機関との連携の上で，子どもの最善の利益

を重視して支援を行うことが，虐待予防や

養育の改善につながることである。このよ

うに，保育所における保護者支援は，

（イ）「保育所における保護者に対する支

援の基本」と（ロ）「保育所に入所してい

る子どもの保護者に対する支援」の２点か

ら見ることができ，保育現場においていか

にして保護者支援を展開していくかが鍵に

なる。

�．カウンセリング・マインドの視点
�カウンセリング・マインドと教育相談
カウンセリング・マインドは，カウンセ

リングにおける態度，考え，心構えであ

る。保育者はカウンセラーではないが，保

育士免許の必須科目である「教育相談」の

中でカウンセリング技法の把握が予定され

ており，保護者支援の展開の際に重要な要

因であると言える。教育相談（Educational

Counseling）とは「一人ひとりの子どもの

教育上の諸問題について，本人またはその

親などに助言，指導，カウンセリングを行

うこと。」（澤田・吉田・下坂，２０１５）であ

る。すなわち，保育現場に関連したカウン

セリングと言える。カウンセリングは，精

神分析・行動療法・クライエント（来談

者）中心療法の３つに大別できる。この中

のクライエント中心主義療法は，カール・

ロジャースによって理論化され，実現傾

向（注１）に基づく自己理論に支えられてい

る。そして，クライエント中心主義療法

は，クライエント自身が問題を解決する可

能性に大きな信頼をおいている点に特徴が

ある。療法の変遷をみても，非指示的療法

（non―directive therapy）→クライエント

中心主義療法（client―centered therapy）

→体験過程療法（experiential psychother-

apy）→パーソン・センタード・アプロー

チ（person―centered approach）と，ク ラ

イエント自身の力を引き出そうという考え

方で一貫している。つまり，クライエント

の自己解決能力や意思を中心にして尊重す

る技法であり，「子どもの最善の利益」に

おける保護者支援を検討する際に効果的で

あると言える。そこで，カウンセラーとし

ての役割を担う保育者の基本的態度につい

て見ていく。なおロジャースは，援助する

者をカウンセラーと表し，被援助者をクラ

イエントと表記していることから，保育現

場では，援助する者を保育者，被援助者を

保護者および子どもとして置き換えて見て

いくことにする。

�保育者の保護者支援における基本的態度
ロジャースは，カウンセリングにおける

基本的態度に関して「無条件の肯定的受

容，共感的な理解，純粋性・自己一致」の

３つを指摘している（Rogers，１９５７，

１９８６）。そして，カウンセリングが上手く

機能するためには，この基本的態度を通し

て築かれる保育者と保護者の信頼関係であ

るラポール（Rapport）が重要となる。

（１）無条件の肯定的受容（unconditional

positive regards）

無条件の受容とは，「条件つきでなく相

手の全人格をありのままに肯定・受容す

る。自分や社会の価値観を押し付ける事な

く，相手の自由な主体性を尊重し，否定す

る事なく相手の存在をそのものを無条件に

受け入れる態度である」（Rogers，１９５７，

１９８６）。そして，菅野（２００６）によれば，
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「相手のパースペクティブを自分の中に組

み込む作業」であり，「思惑，事情，立

場，願望などを含むより広い概念」で，

「いかに相手の立場に立つか，相手の側に

立つか，相手の立場に立ってものを考える

かと云う事である」と述べている。カウン

セラー（保育者）が無条件にクライエント

（保護者）の感情，考え，行動を受容する

ことである。

（２）共感的な理解（empathic under-

standing）

共感的な理解とは，「クライエントの私

的な世界を，あたかも自分自身のものであ

るかのように感じとり，しかもこの＜あた

かも～のように（as if）＞という性格を失わ

ないでいること―これが共感（empathic）

である」（Rogers，１９５７）。すなわち，ク

ライエント（保護者）が不安や心配を感じ

ているのであれば，カウンセラー（保育

者）はそれを自分の感覚であるかのように

捉えながらも，不安や心配に巻き込まれな

いような態度である。

（３）純粋性・自己一致（genuineness・

congruence）

純粋性・自己一致とは，「聴き手自身の

内に流れる感情や思考・価値観と云った即

自的な経験に対して率直な態度。聴き手が

自分自身に対して嘘偽りがなく，裏表のな

い態度である」（Rogers，１９５７）。すなわち，

カウンセラー（保育者）は自分自身が感じた

ことと表現とが一致し，感じたままにクラ

イエント（保護者）に伝えることである。

このように３つの基本的態度が保護者支

援を行う保育者には重要であり，保育者が

如何に意識して実践できるかが鍵になる。

すなわち，保護者支援に際してカウンセリ

ングの基本的態度であるカウンセリング・

マインドの有用性を精緻化していく必要が

ある。そこで，保育現場における保護者支

援を事例を通して検討していくことにす

る。

�倫理的配慮
検討する事例については，第１筆者がこ

れまでに関わった保育現場での事例の内容

について再構築したものである。なお，研

究に際し個人情報に配慮すること，そのた

め内容を変更することがあること，研究以

外の目的には使用しないことを保護者に伝

え了承を得た。

�．事例にみる保育者による保護者支援
�家族の役割に着目した支援
【概要】

男児A（２歳９か月）と男児B（０歳８

か月）の兄弟である。A児は２歳児クラ

ス，B児は０歳児クラスに所属していた。

A児は０歳児から保育所に入所し，その時

から両親はフルタイム勤務で就労している

という状況であった。A児はおだやかな性

格で，保育者にもすぐ慣れ保育所の生活に

馴染んで，順調な発育が見られていた。し

かし，母親の妊娠が分かった頃から，他児

とのトラブル（おもちゃの取り合いで物を

投げる，友達を叩く，噛みつく）が増え，

言葉よりも先に自分の上手くいかない気持

ちを他児にぶつける行動が見られるように

なった。A児の行動に対して，保護者は自

身の体調面や育児不安から，上手く向き合

えない状況であった。そのような状況に保

育者が「無条件の肯定的受容，共感的な理

解，純粋性・自己一致」を通して，子ども

理解と保護者支援に努めた事例である。
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１・保育者の対応＜無条件の肯定的受

容＞

保育者は，まずA児の気持ちに寄り添い

ながら，思いを言葉で表す方法や大切さ，

他児にしていいこと・いけないことを丁寧

に伝えた。母親には，A児を迎えに来た時

点で，他児とのトラブル（噛んでしまう

等）を話したが，いつも「すみません」

「申し訳ありません」と言いつつ，保育園

から急いでA児を連れて帰宅していた。父

親が保育園の送迎をすることはほとんどな

く，次第にお腹が大きくなる母親は，体調

が悪いのか顔色もさえず，辛そうな様子で

あった。そこで，トラブルが起きた時に

は，保育者から母親に対してお詫びと共に

なぜA児が他児を叩いたり噛んだりしたの

かということを，A児の気持ちを推察しな

がら丁寧に伝えるようにした。そしてま

た，保育者は母親に家庭でA児はどのよう

に過ごしているか，母親の体調はどうか等

も尋ね，A児のことはもちろん，家族のこ

とも大切であり心配しているということを

分かってもらえるように傾聴し保護者に寄

り添った。

２・保護者の思い＜共感的な理解＞

保育者の傾聴の約１週間後に，母親から

「相談したいことがある」という申し出が

あった。そこで，担任保育者は面談の時間

を１時間以上取り，ゆっくり話し合う機会

を設定した。面談のおいて保護者からは

「この前は（約１週間前），一生懸命にな

ってくれて，話を聴いてくれてありがとう

ございました。そのこともあり，少しお話

を聴いてもらってアドバイスをもらえれば

と思っています。」と語られたことから

も，保護者との信頼関係（ラポール）が構

築できていた。そして保護者からは「いつ

も仕事，家事，育児に追われていてA児と

丁寧に関われていないんです。それに，夫

は仕事が忙しく家事と育児の全てを自分

（母親）がしなければならず大変で……。

もうすぐ下の子どもが生まれることを想像

すると，今以上に大変になるのではと心配

になり，夜疲れていてもよく眠れないで

す。」と現状の困難について語りがなされ

た。その保護者の現状に対する困り感の告

白に，保育者は共感的に理解することに努

めた。そこで保育者は保護者に対して，ま

ずそのような状況下においても一生懸命に

しっかりと育児や子育てをしてきたという

メッセージを伝え，苦労をねぎらった。そ

して，A児の明るい性格や遊びにじっくり

取り組む姿や音楽がかかるとすぐに身体を

ゆらして楽しそうに踊る様子といった，保

育所でみられるA児のよい面を知らせた。

そしてまた，保護者と一緒に問題を考えて

いきたいということを伝え，情報の交換を

密にしていくことが了承された。

３・保育者の見立て＜純粋性・自己一

致＞

保育者は，日々のA児の様子を観察を行

った。保育園においても，援助会議を開催

し他の保育者からの情報を収集し，A児の

アセスメントを行った。そのアセスメント

の上で，担任保育者は，保護者に対して，

母親の不安や心配がA児に移り，不安定に

なっている様子を細かく素直に伝えること

ができた。そして，その不安や心配が他児

とのトラブルを誘発している可能性が高い

と見立て，A児の思いを受け止めてあげる

ような関わり方の助言をした。すなわ

ち，１日に１０分でも２０分でもよいのでA児
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と母親（出来たら父親とも）と，ゆっくり

関われるような時間を設け，楽しい時間を

一緒に共有する体験を積んでいくこと，そ

してその際に，絵本を一緒に読んでみる，

お風呂で手遊びをする，くすぐりっこ等の

スキンシップをするといったことを具体的

に提案を行った。また，家族が増えれば，

これまでとは違った家族の協力が必要であ

り，保育園も更に支援をしていきたい旨を

伝えた。

４・子ども・保護者の変容

母親は産前休暇に入り，弟のB児が無事

誕生した。A児は，弟が生まれたことが嬉

しい様子で，「赤ちゃんが（病院から帰っ

て）きた」「ずっと，ねんねしてる」「ミル

ク飲むよ」等嬉しそうに保育者に話すよう

になった。母親においても，時間と気持ち

の余裕が出てきた様子であった。B児も保

育園０歳児クラスに入り通園が始まった。

A児の保育園での様子は，言葉での表現も

増え他児とトラブルが発生しても，どうし

たらよいか自分なりに考えて相手に伝えら

れるようになった。A児は未だおむつが必

要で，保育園に来る時も帰る時も荷物がい

っぱいだったが，この頃より父親も週に１

～２度，迎えに来るように変化していた。

そしてまた，A児やB児が急に具合が悪く

なり，通常より早く迎えに来なくてはなら

ない際も，父親が迎えに来て，そのまま小

児科に連れていくこともあった。

その後A児は，赤ちゃん返りの状態がし

ばらく続き，保育者に給食を食べさせても

らうことや，着替えの際に援助を要求した

り，抱っこをせがんだりとしていた。保育

者は弟が生まれ家庭でお兄ちゃん役を頑張

っている分だけ，保育園では甘えたいのだ

と，A児の気持ちを理解し，出来る限りA

児の願いに寄り添うようにした。そうする

ことで，次第に，何でも自分でやってみよ

うとする活発な元のA児に戻っていった。

母親の様子も依然よりはるかに顔色が良く

なり，表情もイキイキして，笑顔がみられ

るようになった。保育者が「最近，どんな

調子ですか？」と声掛けすると「以前は，

私一人で全てをやらなくていけないと気が

張っていたんです。でも，今は夫がいろい

ろやってくれるようになったし，何より我

が子がかわいいなぁと思えるようになりま

した。」と話した。

�親になることに着目した支援－発達障害
の弟を通して－

【概要】

男児C（５歳６か月）は，男児D（４歳１１

か月）と２人兄弟である。C児とD児は，

同じ年長５歳児クラスに在籍していた。D

児には心身の発達の遅れがみられることか

ら，母親はD児の療育の為にC児を０歳児

の時から保育園に入園させていた。D児は

年中クラス４歳から幼稚園に入園したが，

C児については，年長進級時に保育園から

幼稚園に転園した。４月当初は，幼稚園の

年長クラスで生活にすでに１年以上馴染ん

でいるD児と，保育園の生活と幼稚園の生

活の違いに戸惑うC児の様子がみられた。

C児は徐々に幼稚園や保育者にも慣れ始

め，仲良しの友達が出来て，元気に幼稚園

に通うようになった。２学期になり，１０月

中旬に行われる“運動会”に向けて，年長

組は子ども達と相談してリレーを行うこと

に決定した。運動が得意で走るのが速いC

児は，張り切ってリレーの練習に取り組ん
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でいた。しかしながら，運動会の練習の時

期から，C児の発する言葉や行動に心配が

見られるようになり，保護者と協力しなが

ら問題解決に向けて支援した事例である。

１・子どもの様子

運動会本番が間近になり，保育者はリ

レーのチームで走る順番をクラスの子ども

達と話し合った。その時，C児が周囲の他

児に対して「D児と一緒にリレーで走るの

嫌だな」と言っている姿があった。D児は

身体的にも知的にも発達の遅れがあるの

で，決して早く走れるわけではないし，リ

レーのチームで競う楽しさを十分理解でき

るわけでもなかった。しかし，生まれてか

らいつも生活を共にしているC児は，D児

の育ちを理解して受け入れているとばかり

思っていた保育者はこのC児の発言に心配

していた。そしてまた，他児に対しても，

「おもちゃを素直に貸してあげられない」

「遊具の順番が守れない」などといったト

ラブルも見られ始めたことから，家庭での

２人の様子を保護者に尋ねた。

２・保護者の思い＜無条件の肯定的受

容＞・＜共感的な理解＞

保護者は，育児ではD児の療育にかなり

の時間のウェイトを掛けているのだが，最

近D児の個性が顕著になり，自分でも上手

く関われないときがあると語ってくれた。

自閉的な傾向があるために，こだわりが強

く出るのは理解しているのだけど，一度こ

だわりが出てしまうと中々動けなくなって

しまうことがあり，困っているということ

が語られた。また，リレーでD児の発達の

遅れが，他児に迷惑でないかと心配してい

ることも話してくれた。そして，C児に関

しては，０歳から保育園に通いしっかりし

ていて，自分（母親）の手を煩わすことは

なかった。なので，最近の幼稚園での様子

を聞いて少し心配になっている。何が原因

なのか分からないということが語られた。

保護者との数回の面談によって，信頼関係

（ラポール）が構築できたと言える。保育

者は，保護者の想いに「無条件の肯定的受

容」と「共感的な理解」を心がけ，保護者

の見立てや想いに否定することなく，受容

し理解を繰り返していった。子どもの見立

てについては，保護者の語ってくれた情報

をもとに，幼稚園で学年主任とともに検討

を行った。

３・保育者の見立て＜純粋性・自己一

致＞

�保育者によるアセスメント
保護者の話を傾聴した保育者は，C児は

もしかしたら家庭で長男として精一杯頑張

っており，D児の発達障害の訓練に忙しい

母親に心配かけないようにしていたのでは

ないか。そして，その気持ちが抑えきれな

くなり，D児への嫉妬（一緒に走るの嫌）

や他児とのトラブルに現れているのではな

いかと推測した。そこで，保護者に対して

精一杯頑張ったC児の気持ちを受け止めて

あげ，しっかりと甘えさせてあげるように

助言をした。すなわち，C児とだけ過ごす

時間をもち，C児のやりたいことに出来る

限り付き合ってあげる。C児は走ることや

球技が得意なことから，体を動かすような

ものが良いのではという提案を行った。な

お，D児の発達障害への関わりについて

は，心配になってきているD児のこだわり

の場面を具体的に聞き取りを行なった。そ

の上で，巡回発達相談員との検討をもとに

して働きかけを実施していった。また，保
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護者にも巡回発達相談員の来園日を伝えて

気軽に相談してほしい旨や，幼稚園でもC

児に気をつけて見守っていくことを伝え

た。

�子どもの様子から保護者支援を再考す
る

保育者は，運動会の練習を行っている時

に保護者に参観に来てもらうようにお願い

した。保護者は，C児がリレーの練習に真

剣に取り組む姿や，発達に遅れはあるもの

の精一杯走り仲良しの子どもに楽しそうに

バトンを渡すD児の姿を目の当たりにし

た。そして，保護者から，後日担任に話し

たいことがあると連絡が入った。保護者

は，「運動会の練習を見て，我が子２人が

それぞれのペースで取り組んでいるのがよ

く分かった。特にC児は幼稚園に入園して

まだ１年たっていないのに友達も大勢出来

て元気いっぱい競技の練習をしている様子

が見れて良かった」と語った。保育者は，

保護者との一対一の時間を共有できたこと

で，心の緊張が少しほぐれ，良い方向に進

んでいるのではないかと，母親のC児の関

わりをねぎらった。そして保育者はA児に

ついて，元々しっかりしているので気持ち

が満足して安定していけば，さらにC児の

力が発揮されるのではないかと話した。

４・子ども・保護者の変容

保護者は「今まで忙しさにかまけて，C

児の気持ちに気付けなかった。引き続き，

１日５分でもC児と二人きりの時間を作り

たい。C児とスポーツを一緒にしたり，お

風呂上りの時にA児の髪も拭いたりしま

す。」と語った。そしてまた，D児に関し

ても，「心配していたこだわりについて，

理解することができるようになってきた」

と語ってくれた。

運動会当日では，C児はD児と一緒の

チームで走り，生き生きとしていた。D児

も含めて相手チームに勝つための作戦を立

てたり，準備練習を繰り返したりするC児

の姿がみられた。そして，母親だけでなく

父親も応援に来てくれ，リレーだけでなく

他の競技にもC児・D児へ大きな声援を送

り，親子競技ではC児は母親とD児は父親

と一緒にリズムに合わせて楽しそうに踊る

様子が確認できた。

考察

事例�では，保護者の妊娠による子育て
不安や心配が，C児に移り保育園でのトラ

ブルが顕在化していた。保育者はA児の様

子を伝えながらその原因を検討し，母親の

不安や心配の理解を深めていった。保護者

支援の過程の中で，ゆっくりと面談する機

会を得ながら保護者との信頼関係（ラポー

ル）が構築できていったことが，その後の

支援を上手く機能させる要因になったと言

えるだろう。保護者は，保育者から子ども

理解や子どもの育ちを支える支援方法につ

いて助言を得たことによって，安心感を抱

くことができたと言えよう。これは，保護

者の不安や心配に対して「無条件の肯定的

受容」や「共感的な理解」を実践できたこ

とにある。そして，問題に対しての見立て

や支援方法を素直に伝えるという「純粋

性・自己一致」に繋がり，効果的な保護者

支援を展開できたと言える。支援によっ

て，父親の育児参加や家庭の教育力を引き

出し，A児も安定した気持ちを取り戻すこ

とができた。保護者が安心して相談できる

雰囲気作りや，保護者と共に子どもの成長
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を支援していく姿勢を常に持ち続けること

で，保護者も子育ての課題に気付き，自ら

“親”として自分を成長させることが出来

るのである。

事例�では，発達障害児を弟にもつC児

について，それまで見られなかったD児に

対する言葉かけや他児とのトラブルが顕在

化していた。保育者は，家庭では発達障害

の弟に両親の気持ちが殆ど向いている状況

について，C児なりに理解し，母親に心配

をかけないようにしているのではないかと

いう観点から，支援を検討していった。保

護者支援の過程の中で，保護者の発達障害

児を抱えている状況に寄り添いながらも，

C児の顕在化してきた問題に対して，「無

条件の肯定的受容」や「共感的な理解」を

実践できたと言える。そしてそのことが，

保護者との信頼関係（ラポール）の構築に

繋がっていった。信頼構築がなされた後

は，C児やD児に対しての支援について，

的確にやり取りすることを可能にした。保

育者による見立てや支援方法を素直に伝

え，保護者にその成果を教えてもらいたい

という言葉かけに繋がった。すなわち，保

育者の「純粋性・自己一致」が上手く機能

したと言える。幼稚園での運動界で元気に

過ごしているC児やD児の姿を見て，保護

者は安心感を満足させ，子どもたちの新た

な側面の気づきを促す結果になったと言え

よう。保育者には，子どもの育ちを支援す

るだけでなく，子育ての課題等に保護者自

身が気付いてより望ましい“親になる”た

めの支援を担う役割があるだろう。『保育

所保育指針』「第６章」において「保育所

における保護者への支援は，保育士等の業

務であり，その専門性を生かした子育て支

援の役割は特に重要なものである」と述べ

られているように，的確に支援していくこ

とが求められている。検討した２事例に関

しては，保育者の「無条件の肯定的受容」

や「共感的な理解」そして「純粋性・自己

一致」を通した，保護者支援が上手く機能

した事例と言える。

�．総合考察
本研究では，保育現場における「保護者

支援」とはどのようなものを意図している

のかということについて，『保育所保育指

針』の記述から整理を行うことと，保育者

が展開する保護者支援に関して，カウンセ

リング技術やマインドに焦点をあてて検討

していくことにあった。その結果，まず

『保育所保育指針』における記述の中で

は，保護者支援はカウンセリングの技法を

用いて支援することが明記されていた。し

かしながら，その技法に関してどのように

展開していけばいいのかがまだ，保育現場

では体系化されていないという課題があっ

た。次に，実際の保育現場における保護者

支援に関しては，ロジャースの「クライエ

ント中心主義療法」が有効であった。その

中でもカウンセラーの基本的態度とされる

「無条件の肯定的受容」，「共感的な理解，

「純粋性・自己一致」を心がけて実践する

ことによって，保護者支援が有効に機能し

ていくことが示唆された。

保護者支援は，保育者と保護者の信頼関

係（ラポール）の構築において効果が現れ

てくる。しかし，保護者支援に欠かせない

カウンセリングの技術（教育相談の力量）

の不足による失敗も指摘できる。専門知

識・技量の不足の結果，保護者の状況を見
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誤り，問題を悪化させることもある。保護

者支援の過程で，問題や課題が明らかにな

るにつれて，対処が難しいという場合に

は，一人で抱え込むことなく，適切な専門

機関へと繋げて「連携」していくことが有

効である（小沼・山口，２０１４）

保護者支援はまず，子どもの「心の安全

基地」として機能するように努めるべきで

ある。保育者との信頼関係（ラポール）が

構築すると，保護者は自分の味方を得るこ

とになる。保護者は，理解者の存在に勇気

づけられ問題解決に正対していく力が湧い

てくる。すなわち，守られ，受け入れら

れ，認められることによって，安心して解

決に向けて動いていくことができる。次

に，カタルシス（精神浄化）効果（注２）を挙

げることが出来る。保護者が誰にも伝えら

れなかった苦しみや悩みを，打ち明けるこ

とが出来たときに，気持ちは落ち着き安定

感を取り戻していくことができる。だから

こそ，保護者の抱えている不安や悩みを的

確に捉え，支援していくために，保育者自

身が，カウンセリング技術とそのマインド

を身につけることが期待され，的確に実践

していくことが求められている。

（注）

（１）『実現傾向』とは， 人間にはあるが

ままの自然な傾向として『適応・回復・

成長』へと向かう性質があるとするもの

で，クライアントの潜在的な回復の可能

性を信じるという基本姿勢を導く。実現

傾向は，「成長」「自律」「独立」へ向か

う人が生まれながらに有した能力であ

り，自らを維持し発展させて行こうとす

るよくなるための力と言える。こうした

実現傾向を妨げる要因は，後天的な自己

防衛（防衛機制）である。自己防衛は実

際の経験と自己概念が一致しないことが

原因で起こると考える。そして，実現傾

向を妨げる「経験と自己概念の不一致」

を説明する前に，『自己概念』とは，「自

分は臆病者だ」「俺は短気でキレやす

い」「私はカワイイ」といった自分が自

分にどんなイメージをもっているか，ま

た自分で自分をどう評価しているかとい

った自己に対するイメージである。来談

者中心療法では，自己概念が人間の行動

を規定し，自己概念が変わることで自ず

と行動も変化すると考える。そしてま

た，経験と自己概念との間にズレがある

（一致しない）と実現傾向を妨げる。逆

に自己概念と経験が一致した状態を「自

己一致」と言う。自己一致とは，感情と

行動に矛盾がなく，あるがままの自分と

思い込みの自分（自己概念）とが一致し

ていることであり，来談者中心療法で

は，「自己一致」した自己概念を持つこ

とが最も望ましいと考える。自己不一致

は、感情と行動が一致していない（自分

は正直者だと思い込んでいるが嘘をよく

つく。いじめを受けていながらどんな時

も笑顔（ひきつった）を浮かべているな

ど）といったことを指す。

（２）カタルシス効果（catharsis effect）

とは，徹底的な傾聴によって，不安・緊

張・悲しみ・恐怖・抑うつ・怒り・憎し

み・焦燥感といったマイナスの感情を受

け止めてもらえることで生じる内的世界

の浄化の効果である。心の奥深くに抑圧

して押し殺していた様々な激しい感情

を，言語や態度として素直に外部に吐き
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出す事で，気分の安定や爽快感，リラッ

クス感を得られる。
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資料 幼稚園および保育所の法令上の違い

事項 幼稚園 保育所

１ 管轄 文部科学省 厚生労働省

２ 根拠法令 学校教育法（第１条、第７７条） 児童福祉法（第７条、第３９条）

３ 目的 「幼児を保育し、適当な環境を与えて、その心
身の発達を助言すること」（学校教育法第７７条）

「日々保護者の委託を受けて、保育に欠ける
その乳児又は幼児の保育をすること」（児童
福祉法第３９条）

４ 対象 満３歳から小学校就学の始期に達するまでの幼
児（学校教育法第８０条）

保育に欠ける乳児（１歳未満）、幼児（１歳
から小学校就学の始期まで）
（児童福祉法第４条、第３９条）
市町村の保育に欠ける乳児又は幼児等を保育
する義務がある（児童福祉法第２４条）

５ 設置者 国、地方公共団体、学校法人等（学校教育法第
２乗、第１０２条）設置に当たっては、市町村立
幼稚園の場合は都道府県教育委員会、私立幼稚
園の場合は知事の許可が各々の必要
（学校教育法第４条、１０６条）

地方公共団体、社会福祉法人等
（児童福祉法第３５条）

６ 基準・運営の
基準

学校教育法施行規則第７４条～７７条
幼稚園設置基準（学校教育法第３条）

児童福祉施設最低基準（省令）
（児童福祉法第４５条）

７ 入園・入所の
手続き

就園を希望する保護者と幼稚園設置者の契約に
よる

保育に欠ける乳幼児をもつ保護者が保育所を
選択し、市町村に申し込む

８ 入園・入所及
び退園・退所
の時期

通常は学年の始め（４月）学年の終わり（３月）
である。
満３歳の誕生日から入園できる

保育に欠ける状況が発生したとき
（入所時）保育に欠ける状況が消滅したとき
（退所時）
（年度途中、臨時入退所）

９ 学級編成 同一学年の乳児で学級編成をすることを原則と
する（幼稚園設置基準第４条）

学級編成について特に規定はない

１０ 教育・保育内
容の基準

幼稚園教育要領（文部科学省告示）
（学校教育法第７９条、学校教育法施行規則７６条）

保育所保育指針（通知）
（児童福祉施設最低基準第３５条）

１１ ねらい・内容 幼児の発達の側面から「健康」「人間関係」「環
境」「言葉」「表現」の５領域で示している

・子どもの発達の側面から「健康」「人間関
係」「環境」「言葉」「表現」の５領域と生
命と保持及び情緒の安定にかかわる基礎的
な事項で示している。
・３歳未満児については、基礎的な事項及び
５領域で一括して示している。

１２ 目標 （１）健康、安全で幸福な生活のための基本的
な生活習慣・態度を育て、健全な心身の基礎
を培うようにすること。

（２）人への愛情や信頼感を育て、自立と協同
の態度及び道徳性の芽生えを培うようにする
こと。

（３）自然などの身近な事象への興味や関心を
育て、それらに対する豊かな心情や思考力の
芽生えを培うようにすること。

（４）日常生活の中で言葉への興味た関心を育
て、喜んで話したり、聞いたりする態度や言
葉に対する感覚を養うようにすること。

（５）多様な体験を通じて豊かな感性を育て、
創造性を豊かにするようにすること。

（幼稚園教育要領）

（ア）十分に養護の行き届いた環境の下に、
くつろいだ雰囲気の中で子どもの様々な欲
求を適切に満たし、生命の保育及び情緒の
安定を図ること。
（イ）健康、安全など生活に必要な基本的な
習慣や態度を養い、心身の健康の基礎を培
うこと。
（ウ）人との関わりの中で、人に対する愛情
と信頼感、そして人権を大切にする心を育
てるとともに、自主、協調の態度を養い、
道徳性の芽生えを培うこと。
（エ）自然や社会の事象についての興味や関
心を育て、それらに対する豊かな心情や思
考力の基礎を培うこと。
（オ）生活の中で、言葉への興味や関心を育
て、喜んだり、聞いたりする態度や豊かな
言葉を養うこと。
（カ）様々な体験を通して、豊かな感性を育
て、創造性の芽生えを培うこと。
（保育所保育指針）

１３ 保護者の負担 設置者の定める入園領、保育領等を納める（家
庭の職特に応じてその一部を減免する就園奨励
事業が行われている）

市町村ごとに家庭の所得等を勘案して設置さ
れた保育料を納める。

１４ 教員・保育士
の資格

幼稚園教諭免許状 専修（大学院修了）、一種
（大学卒）、二種（短大卒など）
（教職員免許法）

保育士資格証明書
（児童福祉法施行規則第１３条）

－ 62－


